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論文内容の要旨
本論文は極めて狭いスペクトル幅の正確な測定を行なう方法を得ることを目的とし，定量性を持
った光子統計理論の確立と新しい光子統計分光手法および装置の開発についての研究をまとめたもの
であり，内容は 4 つの章と結論からなっている。
第 1 章は序論であり，従来の理想条件で展開されていた光子統計理論の概観，本研究の目的と位置
付けが述べられている。
第 2 章では，光電子パルスの時間々隔分布が取り上げられている。光が微弱な時，光電子パルス列
が Markov 過程下で扱えることが理論的かつ実験的に示された。また Markov 過程を仮定し得ない場
合に対処するため光子統計母関数を導びき Glauber の時間々隔分布と母関数の関係を用いて分布が求
められた。導びかれた母関数に基づく理論値は実験値と一致した。この一致は求めた母関数が正確な
ものであることを示すと同時に，分布から直接スペクトル幅が求められるということを示している。
さらにデータ収集効率の高い分光方法として時間々隔分布の積分量を求める方法が新しく提案され，
理論解析および実験によりその有効性が明らかにされたO
第 3 章では，回路の不感時間による計数損失を利用した分光法が提案され，装置の試作と分光の可
能性が明らかにされた。 Markov 過程下で展開されている計数損失理論に第 2 章で求めた Markov 過
程下で有効な時間々隔分布に関する理論を適用し，不感時間回路の計数損失量を求め，実験結果との
よい一致を得た。さらに複数個の不感時間回路を持つものについて検討を進め，計数損失からスペク
トル幅が求められることおよび複数個の不感時間回路による計数損失を用いるのがより有効なスペク
トル轄測定方法であることが明らかにされた。
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第 4 章では，クリッピング型相関分光法が取り上げられ，第 2 章における母関数を用いることによ
り相関量の解析が行なわれ， さらに従来の装置の問題点を解決した分光器が試作された。また偶然相
関量の決定にパルスの計数値を用いる方法が提案され，従来の方法との精度の比較が行なわれ，その
有効性が理論的，実験的に明らかにされた。
結論では，以上の総括が述べられている。
論文の審査結果の要旨
本論文は非常に狭いスペクトル幅を正確に測定する方法の研究が目的で，定量性をもった光子統計
理論の確立と新しい光子統計分光手法および装置の開発についての研究を述べたものである。
まず，光電子パルスの時間々隔分布を取り上げ実験値が理論値に一致することを明かにし，その分
布から直接スペクトル幅が求められることを示した。次に回路の不感時間による計数損失を利用した
分光法を提案し，測定装置を試作し，複数個の不感時間回路をもつものがより有効なスペクトル幅測
定方法であることを明らかにした。最後にクリッピング型相関分光法の研究も行っている。
これらの研究により極めて狭いスペクトル幅が正確に求められるようになったことは，基礎的研究
は勿論工学的にも寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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